
即
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

醒
悟
園

の
思
想
と
信
仰

-
近

世
目
蓮
宗
教
学

の
研
究
よ
り
-

小

野

文

班

は

じ
め
に

醒
悟
園
と
は
近
世
日
蓮
宗

の
修
行
者
本
妙
目
臨

律

師

(
一
七
九
三
-

一
八
二
三
)
が
、

一
八
二
〇
年

(文
政
三
)
に
身
延
山
の
山
中
に
設
立
し

た
道
場
で
あ
る
。
日
蓮
宗
で
は
、
律
師
、
和
上
と
い
う
称
号
は
余
り
用

い
ら
れ
な

い
。
そ
れ
は
教
団
の
宗
義
か
ら
考
え
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
近
世
に
至

っ
て
あ
る
特
定
の
法
脈
の
高
僧
に
こ
の
呼
び
名
が
ご
く

自
然
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

の
法
統

の
弟
子
が
師
匠
を
戒

律
の
師
、

授
戒
の
和
上
と
し
て
尊
称
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
ろ
う
が
、

日
蓮
宗
宗
門
史
の
中
で
定
着
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
蓮

宗
で
は

<
和
上
>
は

ワ
ジ

ョ
ウ
と
律
宗
の
発
音
に
従
い
、
天
台
宗
の
カ

シ
ョ
ウ
と

い
う
読
み
は
と

っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
日
蓮
宗
成

立
の
思
想
と
は
異
質
な
戒
律
尊
重

の
教
風
を
窺
い
知
る
こ
と

が

で
き

る
。
本
日
は
そ
の
日
蓮
宗
で
は
珍
し
い
持
律
主
義
の
思
想
と
そ
こ
か
ら

展
開
さ
れ
た
信
仰

の
様
相
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

鞘
、
近
世

日
本
仏
教
界

に
お
け

る
持

律
派

の
興
隆

ま
ず
近
世
江
戸
期
前
半
の
仏
教
界

の
動
向
の
中
で
特
筆
で
き
る
戒
律

主
義

の
勃
興
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
。

一
六
〇
二
年

明
忍
・
慧
雲
・
友
尊
、
高
山
寺
に
て
自
誓
受
戒

(戒
律

復
興
)

一
六
六
一
年

草
山
元
政
、
京
瑞
光
寺
に
て
自
誓
受
戒

(日
蓮
宗
草
山

律
興
起
)

一
六
七
二
年

妙
立
慈
山
、
近
江
坂
本
に
て
自
誓
受
戒

(天
台
宗
安
楽

律
興
起
)

一
六
七
三
年

覚
彦
浄
厳
、
河
内
観
心
寺
に
て
自
誓
受
戒

(如
法
真
言

律
興
起
)

一
六
七
六
年

信
阿
忍
激
、
和
泉
浄
福
寺
に
て
自
誓
受
戒

(浄
土
律
興

起
)

西
大
寺
流
の
明
忍

・
慧
雲

・
友
尊
三
人
の
栂
尾
で
の
自
誓
受
戒
は
、
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辻
善
之
助
先
生
の

『
日
本
仏
教
史
』
に
も
、
「
遂
に
自
誓
受
戒
し
て
律
学

(
1
)

を
再
興
し
た
…
…
我
邦
律
宗
中
興
と
し
て
称
賛
せ
ら
る
る
」
と
評
さ
れ

て
い
る
ご
と
く
、
近
世
仏
教

の
戒
律
復
興
の
口
火
を
切
る
快
挙
で
あ

っ

た
ま
う
で
あ
る
。
律
宗
と
い

っ
て
も

一
宗
派
を
言
う
の
で
は
な
く
、
彼

等
の
起
し
た
愼
尾
平
等
心
王
院
は
各
宗
の
戒
律
尊
重
者

の
根
本
道
場
と

な

っ
え
よ
う
で
、
仏
教

の
宗
教
的
基
盤
と
し
て
の
戒
律

の
学
派
と
解
す

ゐ
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
明
忍
等
の
事
蹟
に
つ
い
て
の
資
料
で
最
も
確
か
な
も

の
は
、
日

蓮
宗
で
草
山
律

(法
華
律
)
を
提
唱
し
た
深
草

の
元
政

(
一
六
二
三
-
一

(2
)

六
六
八
)
め

「愼
尾
平
等
心
王
院
興
律
始
祖
明
忍
律
師
行

業

記
」

の
よ

テ

ニ

ヒ

ル

う
で
あ
る
。
元
政
は
そ
の
記

の
末
に
、
「鳴
乎
於
二法
滅
之
日
一再
見
二比

ノ

ヲ

ス
ヤ

ニ

丘
儀
相
一者
豊
非
ご律
師
之
績
一也
」
と
戒
律
中
興
の
偉
業
を
称
え

る

の

で
あ
ゐ
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
元
政
と
同
時
代
の
日
蓮
宗

の
宗
学
者
啓
蒙

日
講

(不
受
不
施
派
)
は
、
そ
の
著
の
中
で
、

近
年
深
草
ノ
元
政
草
山
集
ノ
中

二
愼
尾
ノ
始
祖
明
忍
律
師
行
業
ノ
記
ヲ
造
テ

慧
雲

・
友
尊

(此
ノ
ニ
人
元
法
華
宗
徒
、
大
仏
供
養
ノ
瑚
練
意
春
門
ト
同
時

二
改
派
ノ
人
也
)
ト
意
ヲ
合
テ
律
家
ノ
中
興
セ
ル
趣
ヲ
述
タ
リ
。
是
又
応
時

法
華
妙
戒
ノ
妖
肇
ナ
リ
。
元
政
記
造
レ
ル
事
定
テ
臨
時
ノ
強
請
ヤ
ム
事
ヲ
得

サ
ル
故
ナ
ル
ヘ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
宗
家
律
国
賊
ノ
義
ヲ
忘
却
セ
ル
事
遺
慮
ナ

(3
)

ギ

ニ

ア

ラ

ス

(
4
)

と
、

日
蓮
宗

の
律
国
賊
の
折
伏
を
忘
れ
た
軽
率
な
行
為
で
あ
る
と
批
難

を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
摂
受
か
折
伏

か
、
と
い
う
近
世
日
蓮

宗

の
抱
え
た
最
大
の
教
学
的
問
題
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
が
、

日
蓮
宗
の
不
受
不
施
派
と
身
延
派
の
教
義
論
争
は
他

日

に
譲

り
、
こ
こ
で
は
仏
教
界
全
体
の
視
野
か
ら
こ
の
文
を
検
討
す
る
乏
、
大

変
興
味
あ
る
事
実
に
関
心
を
向
け
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
は
明
忍
と
と

も
に
南
京
律
を
復
興
し
た
慧
雲

・
友
尊

の
律
師
が
日
蓮
宗

の
脱
宗
者
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
元
政
も
慧
雲
を
元
法
華
宗
と
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
ま
ち
が
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
仏
教
宗
派

の
中

(
5
)

で
、
真
宗
と
並
ん
で
、
末
法
無
戒

・
信
心
正
因
を
掲
げ
る
在
家
主
義
的

教
団
で
あ
る
日
蓮
宗
か
ら
、
僧
道
復
古
、
戒
律
堅
持

の
叫
び
が
起

っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
程
当
時
の
仏
教
界
が
乱
れ
て
い
た
こ
と

の
証
左

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
日
蓮
宗
固
有

の
教
団
、情

況

(教
団
分

裂
、
法
華
一
揆
、
不
受
不
施
事
件
)
が
あ

っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
元

政

の
草
山
律
な
ど
は
日
蓮
宗
徒
の
偏
狭
的
な
言
動
が
仏
教
精
神

に
反
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
反
省
の
上
に
起

っ
た
も

の
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。し

か
し
、
同
じ
よ
う
に
、
大
乗
菩
薩
戒
の
本
家
で
あ
る
天
台
宗
に
、

四
分
律
を
あ
え
て
唱
え
た
妙
立
慈
山
。
真
言
律

に
具
足
戒
を
兼
ね
て
如

法
真
言
宗
を
鼓
吹
し
た
覚
彦
浄
厳
。
八
斎
戒
を
自
受
七
八
誓
願
を
立
て

て
、
不
断
斎
戒
念
仏
道
場
を
め
ざ
し
た
信
阿
忍
激
。
そ

の
他
曹
洞
宗

の

宗
統
復
古
を
成
し
遂
げ
た
卍
山
道
白
。
庶
民
的
な
禅
戒
を
普
及
さ
せ
た

臨
済
の
白
隠
慧
鶴
等
の
活
躍
を
み
れ
は
、

こ
の
傾
向
が

一
日
蓮
宗

の
動

き
と
い
う
よ
り
は
、
全
仏
教
界

の
共
通
の
課
題

で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
え

醒
悟
園
の
思
想
と
信
仰

(小

野
)
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醒
悟
園
の
思
想
と
信
仰

(小

野
)

る
。
彼
等

は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
仏
教
の
再
建
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
り
、
仏

教
の
覚
醒
運
動
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

一
様
に
持

戒
運
動

に
赴

い
た
の
は
、
仏
教
者
と
し
て
の
良
心
、
誠
実
さ
で
は
な
か

っ
た
か
。二

、

日
蓮

宗
持
律
派

の
法
脈

こ
こ
で
い
う
日
蓮
宗
と
は
身
延
山
を
総
本
山
と
す
る
狭
義
の
意
味
の

日
蓮
宗
で
あ
る
が
、
そ

の
伝
統
論
で
は
、
近
世
初
頭
に
組
織

・
教
学
を

再
編
成
し
た
日
重

・
日
乾

・
日
遠
を
中
興
三
師
と
み
て
い
る
。

一
如
日

重

(
一
五
四
九
-
一
六
二
三
)
は
、
不
受
不
施
派
祖
日
奥

と

の
論

争

よ

り
、
不
受
不
施
を
排
す
る
新
時
代
の
日
蓮
宗

の
方
向
を
定
め
た
教
団
指

導
者
で
あ

る
が
、
教
条
的

・
破
邪
的
な
前
代
の
日
蓮
教
学
を
修
正
し
て

合
理
的

・
内
省
的
な
仏
教
学
の
中
の
宗
学
を
模
索
し
た
教
学
者
で
あ

っ

た
。
そ

の
思
想
か
ら
戒
律
を
重
視
す
る
事
戒
実
践

の
主
張
と
体
験
が
営

ま
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
門
下
が
名
実
共
に
近
世
日
蓮
宗
を
形
成
し
て

い
っ
た
。
そ
の
中
心
と
な

っ
た
の
が
心
性
日
遠

(
一
五
七
二
-
一
六
四
二
)

と
そ
の
法
弟
で
あ
る
。

日
遠
は
日
重
の
持
戒
論
の
面
も
継
承
し
、

一
六
二
〇
年
、
身
延
大
野

山
で
自
誓
受
戒
し
て
い
る
。
そ
し
て
天
台

の

『
梵
網
疏
』
と

伝

教

の

『
授
菩
薩
戒
儀
』
に
よ
っ
て

『
自
誓
受
戒
作
法
』

一
巻
を
著
し
た
。

こ

の
思
想
的
系
譜
に
連
な
る
も
の
が
、
京
鳴
滝
に
庵
を
結
ん
だ
中
正
日
護

(
一
五
入
〇
-
一
六
四
九
)
、
本
覚
日
英

(
一
五
八
四
-
一
六
四
七
)
の
鳴
滝

派
価
深
草
に
称
心
庵

(瑞
光
寺
)
を
構
え
た
元
政

の
草
山
派
と
い

う

こ

と
が
で
き
る
。

シ
テ

ク

ハ

レ

ノ

ノ

ヘ

ア

リ

ト

テ

テ

叙

日
戒
也
是
万
善
之
本
諸
行
之
源
也
。
錐
二大
小
乗
正
像
末
之
異
一舎
レ之

ニ
カ

ン
ヤ
(6
)

何

由

哉

元
政
は
門
下
に
制
し
て
清
規
を
定
め
、
求
道
の
要
諦
に
持
律
を
説
く
の

レ

ハ

テ

エ

シ

バ

テ

エ

ス

レ

カ

ノ

で
あ
る
。
「
夫
万
物
依
レ
地
而
住
、
万
法
依
レ
戒
而
立
。
戒
者
其
吾
道
之

カ
(7
)

地
乎
」
と
つ
元
政
の
法
華
律
は
思
想
的
に
は
妙
立

・
霊
空
の
安
楽
律
と

同
じ
く
、

四
分
律
を
取
り
入
れ
た
南
山
律
疏
に
基
づ
く
持
戒
思
想
が
そ

の
根
底
に
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
浬
繋
経
の
扶
律
談
常
の
精
神
を
正
面

に
据
え
た
三
学
分
修
に
あ
る

(『如
来
秘
蔵
録
』)
。
そ
し
て
そ
の
具
体

的

な
律
儀
の
多
く
が
天
台

の
止
観
と
禅
宗

の
清
規
類
に
よ
っ
て
い
る
事
実

は

『
草
山
清
規
』
か
ら
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
の

『
草
山
要

ハ

ノ
ミ

ス

ク

ヲ

路
』
第

一
に

〈起
信
〉
を
置
き
、
「仏
法
如
レ海
唯
信

為
二能
入
一」
と
、

信
心
正
因
を
貫
ぬ
い
て
い
る
こ
と
は
、
宅
の
草
山
律
、

ひ
い
て
は
近
世

日
蓮
宗
持
律
派
の
真
精
神
を
明
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

元
政
の
法
灯
は
律
宗
か
ら
転
じ
て
草
山
に
入
門
し
た
慧
明
日
燈

(
一

六
四
七
-
一
七
一
七
)
に
よ

っ
て
守
ら
れ
た
が
、

そ

の
後
、
「草
山
独
自

の
家
風
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
惹
て
は
戒
律
至
上
主
義
に
傾
き
、

(
8
)

い
つ
し
か
法
華
の
根
本
精
神
が
没
却
さ
れ
る
に
至

っ
た
」
と
評
さ
れ
る

ご
と
く
沈
滞
し
た
よ
う
で
あ
る
。
日
燈
滅
後
百
年
、

元
政
を
慕

っ
て
草

山
の
門
に
入

っ
た
東
方

の
隠
者
が
い
た
。
二
十

三
歳
の
本
妙
日
臨
で
あ

る
。
本
妙
日
臨
に
よ

っ
て
再
び
日
蓮
宗
に
戒
律
が
宣
揚
さ
れ
る
に
至
る
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の
で
あ
る
。
本
妙
は
元
政
の
思
想
行
動
を
再
唱
追
駆
し
て
身
延
に
醒
悟

園
を
開
い
た
が
、
そ
の
持
律
思
想
を
検
討
す
る
と
、
草
山
律
と
区
別
す

べ
き
教
学

的
見
地
が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
。
次
項
で
考
究
し
た
い
。

醒
悟
園

の
,
 
本
妙
の
弟
子
で
加
賀

に
充
沿
園
を
創
し
た
の
が
優
陀
那
日

輝

二

八
〇
〇
-
一
八
五
九
)
で
あ
る
。
近
世
日
蓮
宗
教
学
の
大
成
者

と

称
さ
れ
、
近
代
日
蓮
宗
の
生
み
の
親
と
目
さ
れ
る
日
輝
は
、
日
重
-
日

遠
-
元
政
-
本
妙
と
続
く
日
蓮
宗
の
持
律
派
、
語
を
代
え
れ
は
倫
理
的

実
践
派
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
等

の
称
心
庵
、
醒
悟
園
、

充
沿
園
、
鶏
渓
精
舎

(日
輝
の
弟
子
日
薩
が
江
戸
駒
込
に
開
い
た
学
舎
)
は
、

当
時
の
公
の
教
育
機
関
で
あ
る
檀
林
に
較
べ
れ
は
私
塾
で
あ
る
。
し
か

し
、
檀
林

に
あ
き
足
ら
な
い
全
国
の
唆
秀
が
彼
等
を
慕

っ
て
笈

を

負

い
、
彼
等
も
ま
た
檀
林
教
育
に
対
す
る
批
判
を
も

っ
て
積
極
的
に
子
弟

教
育
を
行

っ
た
の
で
、
当
初
の
隠
棲
者
の
庵
が
学
林
の
ご
と
き
体
を
な

し
て
い
き
、
檀
林
に
対
抗
す
る
学
問
研
鐙
の
場
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で

(9
)

あ
る
。

拙
子
事
因
資
助
飯
高
檀
林
玄
義
迄
昇
進
致
し
候
,
 然
二
少
々
存
よ
り
有
之
、

勤
学
一
向
二
仕
度
候
二
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山
中

二
引
籠
申
候
。
但

(
10
)

し
世
難
を
恐
れ
て
摂
受
道
に
入
し
に
は
無
御
座
候
。

こ
れ
は
師
の
許
し
も
な
く
飯
高
檀
林
を
退
檀
し
た
時

の
本
妙

の
手
紙

で
あ
る
が
、
檀
林
を
世
事
と
し
て
、
勤
学

一
向
の
た
め
に
隠
棲
し
た
旨

が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
蓮
宗

の
檀
林
が
昇
階
立
身

の
名
利
を
求

め
る
傾
向

に
支
配
さ
れ
、
法
類
閥

の
母
体
と
な

っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
が
、
真
摯
な
求
道
者
は
勤
学

一
向
を
志
し
て
山
林
に
分
け
入
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
道
場
は
学
問
の
み
を
考
究
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、
教
団

の
僧
儀
僧
風
の
規
範
を
掲
げ
て
、
厳
し
い
僧
道
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い

た
の
で
あ

っ
た
。

肩
重
以
来
の
事
戒
重
視
の
教
風
が
脈

々
と
流
れ
て
い

た
と
評
さ
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
宗
門

の
体
制
側
か
ら
は
常
に
異
端

の
白

眼
視
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
妙
日
臨
は
教
団
幹
部

の
師
匠
か

ら
は
破
門
同
様
に
扱
わ
れ
、
庵
を
結
ん
だ
身
延
山

か
ら

一
度

は
追
放
さ

れ
て
お
り
、
身
延
山
当
局
は
醒
悟
園
以
後
も
彼
を
危
険
視
し
て
や
ま
な

(
1
1
)

か

っ
た
。
充
沿
園

の
日
輝
も
ま
た
、
金
沢
の
日
蓮
宗
寺
院
か
ら
あ
ま
り

に
激
し
い
行
学

の
故
を
も

っ
て
異
端
と
し
て
加
賀
藩

に
訴
え
ら
れ
て
い

(
12
)

た
。そ

の
後
、

こ
の
法
脈
は
、
充
沿
園
の
学
頭
か
ら
教
団
の
最

高

責

任

者
、
初
代
管
長
に
な

っ
た
新
居
日
薩

(
一
八
三
〇
-
一
八
八
八
)
に

よ
つ

て
、
教
団
の
表
舞
台
に
躍
り
上
り
、
正
統
派
、
正
統
教
学
と
権
威
つ
げ

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
本
山
や
法
類
、
宗
政
や
僧

階
官
職
か
ら
離
れ
、
教
団
の
内
に
あ
っ
て
、
清
浄

に
法
華
経
を
信
得
し

て
い
こ
う
と
す
る
行
道
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

草
山
開
祖
の
立
意
は
、
宗
門
の
表
を
は
諸
山
之
官
僧
に
任
て
、
草
山
之

一
派

は
宗
門
の
内
法
を
相
続
す
る
意
に
て
候
。
是
を
表
具
の
表
装
厳
と
う
ら
打
と

(
13
)

に
讐
ら
れ
て
候
。

本
妙
日
臨
の
草
山
の
教
風
の
解
説
で
あ
る
。

醒
悟
園
の
思
想
と
信
仰

(小

野
)
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醒
悟
園
の
思
想
と
信
仰

(小

野
)

三
、

醒
悟
園

0
成
立
と
そ

の
意
義

江
戸
幕
府

の
統
治
政
策
か
ら
生
ま
れ
た
檀
家
制
度
に
よ
っ
て
、
仏
教

が
形
骸
化
し
、
寺
院
僧
侶
の
堕
落
が
蔓
延
し
て
、
近
世
後
期
の
強
硬
な

排
仏
論
を
引
き
起
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、

こ
の
時
代
に

も
戒
律
を
復
興
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
仏
教
を
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
し
た
運

動
が
各
宗

に
起

っ
て
い
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
は
、
有
名
な
真
言
宗
の
慈

雲
飲
光
で
、

一
七
九
七
年
、
河
内
の
高
貴
寺
に
戒
壇
を
築
い
て
正
法
律

一
派

の
本
山
と
し
、
近
世
仏
教
界

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
醒

悟
園
も
そ

の
仏
教
復
興
運
動
の
一
つ
と
評
価
が
下
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

一
八

一
八
年
四
月
八
日
、
本
妙
日
臨
は
能
勢
金
井
道
場
で
本
門
自
誓

受
戒

の
大
相
を
整
え
、
「妙
法
本
円
総
別
二
戒
L
を
自
誓
し
て
受

得

し

た
。
そ

の
正
受
戒
の
文
に

弟
子
謹
敬
白
二本
師
久
遠
実
成
釈
迦
牟
尼
仏
、
本
地
難
思
妙
法
蓮
華
経
、
本

化
地
涌
上
行
菩
薩
、
文
殊
師
利
菩
薩
、
弥
勒
菩
薩
等
尽
虚
空
界
一
切
三
宝
一
。

我
今
於
二三
宝
所
一求
二受
妙
法
本
円
本
地
仏
戒
一
。如
レ此
大
戒
者
久
遠
如
来
之

所
二護
持
鴨
本
化
菩
薩
之
所
二伝
来
一
、具
一二
切
戒
二摂
二
一
切
善
一
。所
謂
人
天

五
戒
十
善
小
乗
二
百
五
十
戒
、
菩
薩
三
聚
浄
戒
十
重
禁
四
十
八
軽
、
及
 
門

大
戒
三
如
来
衣
坐
室
戒
身
口
意
誓
四
安
楽
行
戒
等
尽
在
二其
中
一

(中
略
)

如
来
誠
諦
之
語
深
信
二受
之
一
。我
弟
子
今
受
二得
大
戒
一
、自
レ今
已
往
尽
未
来

(
14
)

際
設
堕
二
地
獄

一受

二
無
量
苦

剛
終

レ
不
殿

二誘
諸
仏

正
法

嚇
能

受
二
持
之
一
。

こ
の
儀
相
、
教
義
を
翌
年

『
本
門
自
誓
受
戒
作
法
草
案
』

一
巻
と
し

て
著
し
て
炉
る
。

こ
の
書
の
始
め
に
日
蓮
宗
の
受
戒
の
歴
史
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
勧
請
の
本
尊
等
よ
り
教
学
的
解
説
が
加
え
ち
れ
て
い
る
。
前

述
し
た
日
遠
の

『自
誓
受
戒
作
法
』
と
比
較
す
る
と
、
本
妙
が

「
本
門

自
誓
受
戒
」
と
称
し
た
教
学
的
立
場
が
明
瞭
に
な
る
。
日
遠
の
儀
相
は

全
く
天
台
宗
の
受
戒
作
法
に
則

っ
て
い
て
日
蓮
の
教
義
を
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
元
政
を
始
め
と
す
る
草
山
派
の
自
誓
受
戒
も
ま
た
、
本

妙
は
本
迩

一
致
と
弁
明
し
て
い
る
が
、

日
蓮
宗
独
立
の
思
想
的
裏
づ
け

(
15
)

は
薄
弱
な
よ
う
で
あ
る
。

近
世
仏
教
は
教
団
と
し
て
の
教
学
の
整
理
体
系
化
が
計

ら
れ

た
時

で
、
各
宗
派
の
い
わ
ゆ
る

<宗
学
>
が
確
立
さ
れ

て
い
く

の
で

あ

る

が
、

日
蓮
宗
で
は

「
台
当
同
異

(天
台
家
と
当
家

の
教
学
的
同

・
異
)
」

の
科
目
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
。
近
世
日
蓮
宗
教
学
の
課
題
は
天
台
教

学

の
超
克
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
元
政
は

そ
の
峰
火
を
あ
げ
た

先
駆
者
で
あ

っ
た
が
、
日
蓮
宗
宗
学
を
樹
立
す
る
に
は
至

ら

な

か

っ

た
。元

政
の
意
を
継
い
で
日
蓮
宗
の
宗
学
を
台
学
か
ら
独
立

さ

せ
た

の

は
、

一
妙
日
導

(
一
七
二
四
-
一
七
八
九
)
で
あ
る
。

一
七
八
五
年
に
著

わ
さ
れ
た

『
祖
書
綱
要
』
二
十
三
巻
に
よ

っ
て
、

始
め
て
日
蓮
宗
の
教

学
が
組
織
化

・
体
系
化
さ
れ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

『
綱
要
』
に

「
本
述
二
門
円
戒
異
相
章
L
が
設
け
ら
れ
、
本
門
自
誓
受
戒
が
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
実
は
こ
の

『
綱
要
』
の
思
想
を
実
践
し
た
の
が
本
妙
で
あ
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る
。
本
妙

は

『
綱
要
』
の
洗
礼
を
受
け
て
日
蓮
教
学
に
目
覚
め
、
そ
の

信
体
験
を
仏
道
修
行
の
目
的
と
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
元
政
の
跡

を
追

っ
て
も
、
そ
の
思
想
は
本
門
に
立
脚
し
、
本
門
の
行
儀
、

研
学
か

ら
の
草
山
継
承
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
草
山
と
別
立
す
る
醒
悟
園
の
意
義

が
存
す
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

(
16
)

此
節
之
草
山
の
風
、
野
生
の
心
に
は
叶
不
申
候
故
、
延
山
へ
帰
候

草
山
を
後
に
し
て
身
延

に
戻

っ
た
本
妙
は
波
木
井
山
中
に
勝
地
を
求

め
、
小
庵

を
建
て
て
、
四
月
八
日
、
奉
安
し
た
釈
尊
像
に
額
つ

い
て
数

人
の
弟
子
と
共
に
開
堂
式
を
挙
げ
た
。
法
華
経

寿

量
品

の

「
心
遂
醒

ハ

シ
テ

ノ

ヲ

セ
ン

ノ

ニ

悟
」
か
ら

「
願
醒
ご
悟

無
始
三
毒
一面
二見

本
有
三
仏
一矣
」
と
醒
悟
園

と
名
づ
け

た
の
で
あ
る
。
二
十
八
歳

の
時
で
あ
る
。

醒
悟
園

は
本
妙

の
唱
え
る

<本
門
律
>
の
実
践
道
場
で
あ
る
。
草
山

律
や
安
楽
律
に
対
し
て
、
本
門
法
華
の
立
場
か
ら
本
門
戒
を
た
て
、

末
法
は
無
戒
の
時
也
と
云
て
持
戒
を
き
ら
ふ
は
経
文
と
御
書
と
の
修
煉
た
ら

(
17
)

ざ
る
故
な
る
べ
し

と
末
法
の
日
蓮
門
下

に
持
戒
を
す
す
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
戒
法
は
、

本
円
の
妙
法
を
戒
体
と
し
、
釈
尊
を
戒
師
、
上
行
日
蓮
を
伝
戒
師
と
し

て
、
本
門
戒
を
受
戒
す
る
。
本
門
戒
に
総
別
二
戒
あ
り
、
総
戒
は
万
戒

を
具
す
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
仏
戒
、
別
戒
に
本
門
十
重
禁

戒

(不
殺

生
、
不
倫
盗
、
不
邪
淫
、
不
妄
語
、
不
酷
酒
、
不
説
四
衆
過
罪
、
不
自
讃
殿
他
、

不
樫
貧
、
不
瞑
憲
、
不
諺
三
宝
)
を
始
め
と
す
る
余
の
諸
戒
、

こ
の
別

戒

も
、
「
仏
道
を
求
ん
人
々
は
心
か
け
て
此
十
重
禁
を
力
の
及
ぶ
ほ

と

に

持
ち
て
、
正
行
の
妙
法
を
た
す
け
修
行
す
べ
き

也
L
と
強
調
す
る
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
本
門
律
は
十
分
展
開
さ
れ
ず

に
終

っ
て
し
ま

っ
た
。

醒
悟
園
は
わ
ず
か
三
年
で
そ
の
主
を
亡
く
し
て
し
ま
っ
た

か

ら

で

あ

る
。
本
妙
は
懇
請
さ
れ
た
水
戸
檀
林

の
能
化
職

を
断
り
き
れ
ず
、

水
戸

慧
日
律
庵
に
赴
き
、
講
義
す
る
こ
と
四
ヶ
月
、

三
十

一
歳
の
若
さ
で
遷

化
し
て
し
ま

っ
た
。
醒
悟
園
は
発
足
ま
も
な
く
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
く

な

っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
ず
か
な
期
間
と
い
え
ど
も
そ
の
道

念
堅
固
な
求
道
の
姿
勢
は
、
弟
子
門
下
に
強
烈

な
印
象
を
与
え
た
よ
う

で
、
四
方
に
散

っ
た
本
妙
の
同
志
が
、
や
が
て
律
師
の
精

神

を

継

い

で
、
教
団
の
自
浄
運
動
に
挺
身
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

排
仏
論
が
ど
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
よ
う
と
も
、
仏
教
教
団
に
慈
雲
や

本
妙
が
出
る
か
ぎ
り
滅
び
る
は
ず
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
慈
雲

の
教
え
は

明
治
維
新
期
に
浄
土
宗
の
福
田
行
誠
、
真
言
宗

の
釈
雲
照
に
よ

っ
て
敷

衛
せ
ら
れ
、
本
妙

の
教
え
は
新
居
日
薩
や
山
本
日
諦
に
よ

っ
て
教
団
を

越
え
て
弘
め
ら
れ
た
。
彼
等
が
廃
仏
殿
釈
後
の
仏
教
界
を
建
て
直
し
た

こ
ど
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

四
、

醒
悟
園

の
信
仰
宗
学

〔
行
-
三
学
分
修
〕

近
世
持
律
派
の
行
学
の
拠
所
に
戒

・
定

・
慧
の

三
学
分
修
の
思
想
が
見
受
け
ら
れ
る
。
戒
を
立
て
る
理
由
も
戒
乗

の
四

句
で
あ
て
は
め
れ
は
、
持
律
派
の
諸
師
は
一
様

に
宗
祖
達
の

く戒
緩
乗

醒
悟
園
の
思
想
と
信
仰

(小

野
)
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醒
悟
園
の
思
想
ど
信
仰

(小

蛍
)

急
>
の
思
想
に
対
し
て
、
<
戒
乗
倶
急
>
の

立
場
を
と

っ
た
と
い

う

こ

と
が
で
き

る
。

一
如
日
重

の
文
に

(
18
)

事
ハ
戒
理
ハ
乗
也
。
乗
戒
倶
急
ハ
諸
行
ノ
中
二
最
上
ト
云
也

と
あ
る
が
、
宗
祖
日
蓮

の

『
四
信
五
品
抄
』
に
い
う

シ

ク

シ

テ

ノ

ヲ

ニ

げル

ノ

ニ

レ

ハ

ヘ

テ

ヲ

フ

ニ

ノ

仏

正

制
二
止

戒
定

ご
法

二

向
限
二
慧

一
分
一
。慧
又
不
レ
堪
以
レ
信
代
レ
慧
。

信

ヲ

ス

ト
(19
)

一
字
為
レ詮
。

の

「
以
信
代
慧
」
の
教
誠
を
承
知
し
て
な
お
か
つ
戒
乗
倶
急
を
最
上
と

し
、
広
学
主
義
と
も
い
う
べ
き
慧
学

の
修
行
を
自
己
に
課
す
の
は
、
宗

祖

へ
の
背
反
と
い
う
よ
り
は
、
「
以
信
代
慧
L
の
そ
の
信

の
証
明

の
行

為
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
。
少
く
と
も
仏
祖

へ
の
信
仰
心
が
な
け
れ
は

三
学
分
修
な
ど
実
践
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。
本
妙
の
三
学
分

修
も
情
熱

的
な
日
蓮
信
仰

の
上
に
成
り
た
っ
て
い
た
。
定

学

は

観

心

行
、
観
心
は

「
信
心
の
唱
題
を
名
け
て
観
と
な
す
L
と
唱
題
と
な
り
、

慧
学
も
ま
た
、
「
以
信
代
慧
の
慧
と
は
何
物
ぞ
。
答
、

一
切
の
慧

も

通

ず
、
当
家

の
意
は
、
慧
と
は
仏
智
見
な
り
、
菩
薩
以
下

の
智
慧
を
取
ら

ず
。
御
義

口
伝

の
三
世
諸
仏
の
智
慧
を
、

一
遍

の
題
目
に
受
持
す
、
是

(20
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は
慧
な
り

」
と
唱
題
を
そ
の
真
髄

に
定
め
て
い
る
。
戒

・
定
・
慧
三
学

各
々
妙
法
受
持
と
し
な
が
ら
、
事
戒
を
い
い
、
観
心
の
定
を
求
め
、

一

切
経
拝
読

の
願
行
を
終
世
持
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
敬
度
な
仏
道
成
就

の
信
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
い
わ
ざ
惹
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か

〔教
-
三
大
秘
法
論
〕

醒
悟
園

の
教
義

の
骨
子
は
そ
の
三
大
秘
法
論

に
あ
る
。
本
妙

の

『
本
化
別
頭
教
観
撮
要
』

一
巻
に
十
分
言

い
尽
さ
れ

て
い
る
と
み
る
。
そ
の
宗
学
を

一
言

で
表
わ
せ
は

<
信
仰
宗
学
>
と

よ

べ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
自
己
の
信
仰
を
論
理
化
し
よ
う

と
努
め
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

日
蓮
の
教
義
を
自
己
の
信

仰
体
験
の
中
か
ら
整
理
し
よ
う
と
し
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
た
め
客
観

的
な
教
相
よ
り
は
観
心
と
い
う
主
観
的
な
法
門
を
重
視
し
、
日
蓮
の
遺

文

の
依
用
に
も
文
献
学
的
に
問
題
が
あ
る
観
心
主
義
的
遺
文

に
偏
向
し

て
い
る
面
が
窺
え
る
。
本
門
本
尊
論
、
本
門
題
目
論
は
一
妙
日
導
の
説

を
継
承
し
、
そ
の
至
っ
た
結
論
は
、
信
行
唱
題

の
行
者
の
己
心
に
本
尊

を
見
、
そ
の
本
尊

の
体
を
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
と
定
め
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
門
戒
壇
論
は
事
壇
説
に
即

し
、て

示

せ

は
、

宗
祖
が
再
び
こ
の
世
に
出
現
し
て

一
国
同
帰
の
統

一
戒
壇
を
建
立

す
る
と
い
う
、
満

の
戒
壇
を
理
想
と
す
る
も
、

立
宗
以
来
今
日
ま
で
経

を
安
置
し
て
信
行
唱
題
し
て
き
た
各
処
の
道
場

を
分

の
戒
壇

と
し
、

(
21
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各
々
自
誓
受
戒
せ
よ
と
い
う
築
壇
受
戒
の
主
張

で
あ
る
。

〔証
-
唱

題
成
仏
〕

醒
悟
園
の
安
心
証
道
の
教
え
は
唱
題
成
仏
論

で

あ
り
、
唱
題
の
行
者
即
身
是
仏
と
ま
で
言
わ
ん
と
す
る
。
こ
れ
は
至
心

に
唱
題
を
続
け
た
本
妙

の
感
得
し
た
境
地
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
日
蓮

の
御
書
を
末
法
の
妙
経
と
信
じ
た
そ
の
御
書
信
仰
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た

結
論
と
も
考
え
ら
れ
る
。
近
世
の
江
戸
町
人
の
間
に
隆
盛
し
た
講
の
祖

師
信
仰

・
題
目
信
仰
が
本
妙
の
思
想
形
成
の
基
盤
に
あ
り
、
そ
れ
ら
の

信
徒
を
導
く
た
め
の
教
学
研
鐙
が
、
直
裁
的
な
成
仏
論
に
向
わ
し
め
た
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と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
ゆ

お
わ
り

に

醒
悟
園

の
影
響
と
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「近
代
日
蓮
宗
に
お

(
23
)

け
る
充
沿
園
教
学
の
意
義
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
妙

の
宗
学
論
に
っ

い
て
は
、
望
月
歓
厚
著

『
日
蓮
宗
学
説
史
』
、
執
行
海
秀
著

『
日
蓮

宗

教
学
史
』

で
論
及
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
肝
心

な
本
妙

の
思
想
面
が
十
分
解
明
で
き
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
は
次
の
機
会

に
譲

り
た
い
。
醒
悟
園
の
行
儀
が
先
年
な
く
な
ら
れ
た
日
本
山
妙
法
寺

の
藤
井
日
達
上
人
に
大
き
な
感
化
を
与
え
た
こ
と
を
、
御
本
人
の
言
と

し
て
付
記

し
て
お
き
た
い
。

1
 
第
八
巻
近
世
編
之
二

一
七
頁

2
『

艸
山
集
』
巻
二
七
、
日
蓮
宗
全
書
本
剛
二
〇
頁

3
『

録
内
啓
蒙
上
』
巻

一
〇
、
日
蓮
宗
全
書
本
五
〇

一
頁

4
 
日
蓮
の
有
名
な
四
箇
格
言
の
一
つ
、
『与
建
長
寺
道
隆
書
』
に
は
「念
仏

者
無
間
地
獄
業
禅
宗
天
魔
所
為

真
言
亡
国
悪
法

律
宗
国
賊
妄
説
L
と

あ
る

(『昭
和
定
本
遺
文
』
四
三
〇
頁
)

5
 
日
蓮
は

『
末
法
燈
明
記
』
の
末
法
無
戒
説
を
受
け
て
持
戒
よ
り
も
信
を

強
調
す
る
。
「正
像
既
に
過
ぎ
ぬ
れ
は
持
戒
は
市
の
中
の
虎
の
如
し
」
(『昭

和
定
本
遺
文
』
六
七
九
頁
)

6
「

艸
山
要
路
」
(『艸
山
拾
遺
上
』
四
五
頁
)

7
「

如
来
秘
蔵
録
序
」
(同
一
五
九
頁
)

8
 
執
行
海
秀
著

『
日
蓮
宗
教
学
史
』
二
二
九
頁

9
 
拙
稿

「庵
林
宗
学
の
系
譜
」
(『日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
五
号
所

収

)
で
論
及
し
た
。

10
「

身

延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒

に
与

商
る
書
」
(
『
本
妙

日
臨
律
師
全
集
』

二
〇

四
頁
)

1
1
「

異
流
を
建
立
せ
ん
が

た
め
」
身
延

に
き

た
と
疑
わ
れ

て

い
、る

(『
臨

全
』

一
入

五
頁
)

12
 
拙
稿

「
優
陀
那
日
輝

」
(『
近
代

日
蓮
教
団

の
思
想
家
』
所
収
)

参
照

13
「

某

尊
者
に
上
る
書
」

(『
臨
全
』

一
八
六
頁
)

14
「

本
門
自
誓
受
戒
作
法
草
案
」

(『
臨
全
』

一
二
九
頁
)

15
 
拙

稿

「
本
門
自
誓
受

戒
に

つ
い
て
」

(『
印
仏
研
究
』

二
八
-
一

)

で
考

察
し
た
。

16
 
前
掲

「
某
尊
者
に
上
る
書
」

17
「

本
門
十
重
禁

戒

の
事
」

(『
臨
全
』

一
一
七
頁
)

18
『

見

聞
愚
案
記

』
巻

五

本
満
寺
本

一
九

五
頁

19
『

昭
和
定
本
遺

文
』

一
二
九

六
頁

20
「

与
薩

庵
「書
」

(
『
臨
…全
』

一
六
五
頁
)

21
「

本
化
別
頭
教
観
撮

要
」

(『
臨
全
』
九

三
頁
)

2
2
 拙
稿

「本
妙

日
臨
律
師

の
研
究
」
(
『
大
崎
学
報
』

一
三
二
号
所
収
)
参
照

2
3
『

印
仏
研
究

』
三
五
-
一

所
収

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>
持

律
派
、

醒
悟
園
、

本
門
律

(立

正
大
学
助

教
授
)

醒
悟
園
の
思
想
と
信
仰

(小

野
)
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